
私の数学散歩道（53）    

三 角 関 数 関 連  あ れ こ れ 

                         数実研会員  村田 洋一 

今回は下記三角関数関連の 3 問をとりあげた。いずれも癖のある問題と思う。  

 

 (問題 1) 次の 4 次の三角方程式を解け。 
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この第２項から ke!san により t の３個の解を求めると 
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（問題 ２．）  

( )f  は  に無関係な定数であることを 微分を用いないで示せ。 ( 0,0 )
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  (参考) 微分を使った場合、やや計算が複雑だが・・。(略解) 
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   よって ( )f  は定数である。 



（問題 ３） 次の 2 次の三角方程式を解け。 (0 )
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    注）本問には他に ①冪公式を使って１次の sin 2 に関する式

に変形、⓶ 左辺第 1,2 項を加法定理で展開し強引に計算する

方法などがある。 
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